
井
伊
直
弼
の
政
治
手
腕
に
つ
い
て
は
、
現
在
に
お
い
て
も
非
常
に
評
価
の
分

か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
維
新
直
後
に
お
い
て
は
、
直
弼
と
い
う
人
物
そ

の
も
の
が
否
定
さ
れ
る
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
中
で
、
茶
人
と
し
て

の
直
弼
を
初
め
て
広
く
世
に
紹
介
し
た
の
は
、
明
治
末
か
ら
大
正
期
に
か
け
て

の
実
業
家
数
寄
者
高
橋
箒
庵
で
あ
る
。
箒
庵
は
旧
彦
根
藩
士
中
村
勝
麻
呂
編
纂

『
井
伊
大
老
茶
道
談
』
を
出
版
す
る
一
方
、
自
ら
も
直
弼
の
晩
年
近
く
の
著
述

で
あ
る
『
茶
湯
一
会
集
』
か
ら
、
特
に
「
一
期
一
会
」
、
「
独
座
観
念
」
を
紹
介

（
１
）

し
た
。
以
来
．
期
一
会
」
、
「
独
座
観
念
」
は
、
直
弼
の
茶
の
湯
を
象
徴
す
る

言
葉
と
な
り
、
直
弼
の
茶
の
湯
は
、
〃
茶
の
理
念
を
追
求
す
る
茶
の
湯
〃
と
考

え
ら
れ
て
き
た
。
近
年
の
茶
の
湯
史
研
究
で
は
特
に
「
独
座
観
念
」
を
取
り
上

（
２
）

（
３
）

げ
、
直
弼
の
茶
の
湯
を
〃
思
索
の
場
と
し
て
の
茶
の
湯
“
、
〃
倫
理
性
の
極
限
化
″
、

と
し
て
高
く
評
価
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
従
来
の
分
析
・
評
価
を
、
一
面
的
で
固
定
化
し
た
も
の
と
考
え
る

本
論
は
、
直
弼
の
茶
の
湯
に
対
し
、
こ
こ
に
新
た
な
考
察
を
提
示
す
る
も
の
で

あ
る
。

は
じ
め
に 井

伊
直
弼
の
茶
の
湯

ｌ
心
か
ら
形
へ
、
形
か
ら
心
へ
Ｉ

第
一
に
、
従
来
の
研
究
は
直
弼
の
晩
年
近
い
「
茶
湯
一
会
集
』
に
集
中
し
て

い
た
が
、
本
論
で
は
直
弼
の
青
年
期
か
ら
晩
年
に
至
る
ま
で
の
彼
の
茶
の
湯
著

述
全
般
と
、
こ
れ
ま
で
研
究
さ
れ
て
い
な
い
新
た
な
資
料
を
用
い
て
、
直
弼
の

茶
の
湯
を
そ
の
生
涯
を
通
じ
て
考
察
す
る
。
直
弼
は
不
遇
な
青
年
期
以
来
、
常

に
佗
茶
（
草
庵
茶
の
湯
）
の
中
に
「
心
」
を
追
求
し
続
け
た
が
、
直
弼
の
一
生

を
通
じ
た
考
察
に
よ
っ
て
、
彼
の
こ
う
し
た
真
蟄
な
茶
の
湯
探
究
と
共
に
、
そ

の
茶
の
湯
の
変
容
も
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
第
二
に
本
論
で
は
、
従
来

「
一
期
一
会
」
・
「
独
座
観
念
」
に
集
約
さ
れ
て
い
た
茶
の
湯
思
想
書
と
し
て

の
『
茶
湯
一
会
集
』
評
価
を
問
い
直
し
、
『
茶
湯
一
会
集
』
を
実
践
を
重
視
し

た
、
武
家
の
茶
事
参
会
の
為
の
総
合
的
茶
の
湯
作
法
書
と
し
て
再
評
価
す
る
。

「
一
期
一
会
」
「
独
座
観
念
」
が
、
『
茶
湯
一
会
集
』
完
成
間
近
に
加
筆
さ
れ

た
こ
と
は
、
文
献
学
的
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
〃
実
践
″
と
い
う
ま
っ
た
く
新

し
い
視
点
か
ら
『
茶
湯
一
会
集
』
を
読
ん
だ
時
、
こ
の
二
項
目
が
最
後
に
加
筆

さ
れ
た
こ
と
の
意
味
が
、
改
め
て
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

従
来
の
研
究
に
欠
け
て
い
た
こ
う
し
た
様
々
な
論
点
か
ら
、
本
論
は
直
弼
の

茶
の
湯
に
対
し
、
新
た
な
研
究
の
可
能
性
を
提
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

谷
村
玲
子

一
一
一
一



徳
川
幕
府
の
安
定
と
身
分
制
度
の
固
定
に
伴
い
、
茶
の
湯
も
将
軍
及
び
大
名

に
ふ
さ
わ
し
い
形
式
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
幕
府
が
期
待
し
た

武
家
に
ふ
さ
わ
し
い
茶
式
や
茶
道
論
は
、
古
田
織
部
・
小
堀
遠
州
を
経
て
、
最

後
の
「
将
軍
家
茶
道
師
範
」
の
称
を
得
た
片
桐
石
州
（
慶
長
十
年
～
延
宝
二
年

一
六
○
五
～
一
六
七
四
）
に
よ
っ
て
、
完
成
の
域
に
達
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
柳
営
の
茶
の
湯
と
い
え
ば
、
石
州
流
茶
の
湯
を
意
味
す
る
よ
う
に
な

っ
て
い
く
。
石
州
は
禅
へ
の
関
心
も
深
く
、
そ
の
茶
の
湯
の
特
徴
は
近
代
に
お

け
る
佗
茶
の
確
立
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
石
州
流
は
一
子
相
伝
の
家
元
制
を

採
ら
ず
、
免
許
皆
伝
に
よ
っ
て
一
派
樹
立
を
許
す
完
全
相
伝
制
を
採
っ
た
為
、

各
茶
系
に
分
離
し
な
が
ら
、
武
家
の
素
養
の
一
環
と
し
て
各
藩
に
伝
わ
っ
て
い

っ
た
。
譜
代
の
雄
藩
で
あ
る
井
伊
家
の
歴
代
も
、
当
然
の
教
養
と
し
て
石
州
流
茶
の

湯
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
井
伊
家
三
十
五
万
石
の
家
格
は
そ
の
茶
道
具
か

ら
も
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
特
に
歴
代
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
茶
書
は
石
州

流
の
み
な
ら
ず
、
千
家
流
を
は
じ
め
と
す
る
各
流
儀
に
ま
た
が
り
、
そ
の
数
千

五
百
点
に
も
及
ん
で
い
る
。
例
え
ば
直
弼
の
茶
の
湯
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た

（
４
）

『
南
方
録
』
だ
け
で
も
、
十
種
四
十
九
冊
を
数
え
る
。
直
弼
の
茶
の
湯
研
究
は

こ
う
し
た
膨
大
か
つ
多
岐
に
わ
た
る
茶
書
に
依
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
石
州
流

な
ら
び
に
井
伊
家
の
茶
の
湯
は
、
直
弼
の
茶
の
湯
の
前
提
と
す
る
べ
き
も
の
で

あ
ろ
う
。

一
石
州
流
茶
の
湯
と
井
伊
家
の
茶
の
湯

井
伊
直
弼
は
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
彦
根
藩
十
一
代
藩
主
直
中
の
十
四

男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
父
直
中
引
退
後
の
子
供
と
は
い
え
、
父
の
生
存
中
は
物

心
と
も
に
豊
か
な
恵
ま
れ
た
生
活
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
こ
の
期
間
に
直
弼

（
－
３
）

は
公
子
と
し
て
の
基
本
的
教
養
を
育
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

直
弼
の
一
生
は
、
一
槻
御
殿
時
代
、
二
埋
木
舎
時
代
、
三
世
子
時
代
、
四
藩

主
時
代
、
五
大
老
時
代
の
五
つ
の
時
期
に
区
分
で
き
る
。
本
論
で
は
、
各
時
期

に
起
筆
も
し
く
は
成
立
し
た
と
推
定
で
き
る
彼
の
茶
の
湯
著
述
を
通
じ
て
、
直

弼
の
茶
の
湯
を
考
察
し
て
い
く
も
の
と
す
る
。

『
埋
木
之
舎
之
記
』
（
天
保
五
年
冬
）

『
三
言
四
句
茶
則
』
（
天
保
十
二
年
）

（
『
三
言
四
句
茶
則
並
着
歌
』
弘
化
二
年
）

「
閑
夜
茶
話
』
（
弘
化
二
年
起
筆
）

『
入
門
記
』
（
弘
化
二
年
初
冬
）

「
茶
道
の
政
道
の
助
と
な
る
べ
き
を
論
へ
る
文
』

口
埋
木
舎
時
代
（
不
遇
時
代
）
（
一
七
才
～
三
二
才
）

天
保
二
年
～
弘
化
三
年
一
八
三
一
～
一
八
四
五

Ｈ
槻
御
殿
時
代
（
父
死
亡
ま
で
）
（
○
才
～
一
七
才
）

文
化
十
二
年
～
天
保
二
年
一
八
一
五
～
一
八
三
一

二
井
伊
直
弼
の
茶
湯

一
一
一
一
一



井
伊
家
で
は
二
代
直
孝
の
遺
訓
に
よ
り
分
家
を
許
さ
ず
、
父
の
死
亡
時
点
で

す
で
に
同
母
兄
直
元
が
十
二
代
藩
主
直
亮
の
養
子
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
部
屋
住
生
活
は
直
弼
に
と
っ
て
、
他
家
へ
養
子
に
出
る
以
外
に
、
将
来
へ

の
希
望
を
持
つ
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
生
活
を
意
味
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
生
活

へ
の
覚
悟
は
、
天
保
二
年
に
詠
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
世
の
中
を
よ
そ
に
見

（
６
）

つ
上
も
う
も
れ
木
の
埋
も
れ
て
を
ら
む
心
な
き
身
は
」
の
和
歌
に
も
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
直
弼
は
「
な
す
べ
き
業
を
な
さ
ま
し
」
と
、
山
鹿

流
兵
学
の
伝
授
を
始
め
武
術
は
勿
論
の
こ
と
、
和
歌
・
能
・
茶
の
湯
と
い
っ
た
、

文
武
両
道
に
わ
た
る
武
家
と
し
て
の
修
養
を
積
極
的
に
続
け
て
い
る
。
こ
う
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
埋
木
舎
時
代
こ
そ
直
弼
の
人
間
形
成
の
基
礎
を
な
す
時
代

で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
７
）

直
弼
は
父
直
中
と
同
様
に
深
く
仏
道
に
帰
依
し
て
い
た
が
、
禅
に
関
し
て
は

曹
洞
宗
彦
根
清
涼
寺
仙
英
禅
師
か
ら
印
可
証
明
、
袈
裟
血
脈
を
授
け
ら
れ
る
程

に
究
め
、
ま
た
そ
れ
を
通
じ
て
侘
茶
の
理
解
を
深
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
例
え

ば
、
天
保
十
二
年
直
弼
二
十
七
歳
の
時
の
作
と
伝
わ
れ
る
『
三
言
四
句
茶
則
』

「
茶
非
茶
非
非
茶
只
茶
耳
是
名
茶
」
か
ら
は
、
直
弼
が
茶
の
湯
と
禅
と

を
い
か
に
深
く
結
び
付
け
て
捉
え
て
い
た
か
が
窺
え
る
。
ま
た
こ
の
時
期
、
直

弼
が
茶
の
湯
と
共
に
傾
倒
し
て
い
た
の
は
和
歌
を
通
じ
て
の
国
学
研
究
で
あ

り
、
天
保
十
三
年
に
は
本
居
派
国
学
者
長
野
義
言
（
主
膳
）
と
出
会
い
、
師
弟

関
係
を
結
ん
で
い
る
。

こ
う
し
て
埋
木
舎
生
活
も
十
年
を
経
た
弘
化
二
年
、
直
弼
の
著
述
と
し
て
は

資
料
的
に
最
も
早
い
「
閑
夜
茶
話
』
が
起
筆
さ
れ
る
。
三
百
二
十
九
燦
か
ら
成

る
『
閑
夜
茶
話
』
の
内
容
の
大
半
は
、
茶
の
湯
に
関
す
る
古
今
の
故
事
逸
話
を

集
め
た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
茶
書
の
ほ
と
ん
ど
は
、
茶
の
湯
教
則
本
も

し
く
は
故
事
逸
話
集
と
い
っ
て
も
よ
い
。
「
閑
夜
茶
話
』
が
流
派
を
問
わ
ず
広

く
こ
う
し
た
先
行
茶
書
を
引
用
し
な
が
ら
、
単
な
る
茶
の
湯
逸
話
集
と
は
一
線

を
規
す
る
の
は
、
直
弼
が
常
に
「
心
」
を
問
題
と
し
て
逸
話
に
向
か
っ
て
い
る

こ
と
に
あ
る
。
流
祖
石
州
も
、
茶
の
湯
に
お
け
る
自
然
な
「
心
」
の
有
り
様
を

（
８
）

説
い
た
と
言
わ
れ
る
が
、
『
閖
夜
茶
話
』
で
は
随
所
で
、
茶
の
湯
を
通
じ
て
「
心
」

を
求
め
る
直
弼
の
姿
を
見
い
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
主
客
の
心
の
交
流

の
み
な
ら
ず
、
己
の
「
心
」
の
探
究
で
も
あ
っ
た
。
「
心
の
掃
除
せ
ざ
れ
ば
、

誠
の
茶
人
に
あ
ら
ず
」
と
言
っ
た
石
州
流
茶
人
片
桐
宗
古
の
逸
話
を
引
用
し
つ

（
９
）

つ
も
、
「
心
の
掃
除
は
ど
う
し
て
す
る
ぞ
」
と
問
い
返
す
青
年
直
弼
の
茶
の
湯
研

究
の
主
眼
は
、
茶
の
湯
の
形
式
よ
り
も
茶
の
湯
を
成
立
さ
せ
て
い
る
「
心
」
に

あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

ま
た
「
閑
夜
茶
話
』
起
筆
時
期
の
推
定
根
拠
と
な
る
縢
で
、
『
南
方
録
』
を

（
Ⅱ
）

「
茶
道
に
於
い
て
有
り
が
た
き
書
物
な
り
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
弼

は
弘
化
二
年
以
前
に
、
『
南
方
録
』
と
出
会
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
草
庵
小

座
敷
で
の
仏
道
修
行
に
も
通
じ
る
修
行
性
を
求
め
る
『
南
方
録
』
の
茶
の
湯
は
、

青
年
期
の
直
弼
の
求
め
る
茶
の
湯
と
、
ま
さ
に
一
致
す
る
も
の
だ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

（
Ⅱ
）

弘
化
二
年
初
冬
と
記
載
さ
れ
た
『
入
門
記
』
、
な
ら
び
に
『
茶
道
の
政
道
の
助

（
胆
）

と
な
る
べ
き
を
論
へ
る
文
』
（
以
下
「
茶
道
の
政
道
の
助
』
と
略
）
で
は
、
直
弼

は
実
際
に
茶
の
湯
を
行
う
主
体
の
心
を
追
求
し
て
い
る
。
特
に
『
入
門
記
』
で

は
、
利
休
の
清
風
を
伝
え
る
の
は
千
家
流
で
は
な
く
石
州
流
に
こ
そ
あ
る
と
述

べ
た
後
、
そ
の
石
州
流
が
各
茶
系
に
複
雑
に
分
岐
し
て
し
ま
い
、
後
代
の
患
（
う

れ
い
）
が
あ
る
為
、
「
止
む
を
得
ず
流
源
を
正
し
て
吾
が
一
派
を
作
す
に
及
べ

一
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り
」
『
入
門
記
」
と
、
石
州
流
内
で
の
自
派
樹
立
を
宣
言
し
て
い
る
。

十
八
世
紀
後
半
に
は
千
家
に
よ
る
家
元
の
組
織
化
が
進
み
、
千
家
の
七
事
式

（
Ｂ
）

設
定
に
よ
っ
て
、
遊
芸
と
し
て
の
茶
の
湯
人
口
は
ま
す
ま
す
増
加
し
て
い
た
。

同
じ
頃
江
戸
で
は
、
川
上
不
白
に
よ
っ
て
江
戸
千
家
流
が
盛
ん
と
な
り
、
石
州

（
Ｍ
）

流
を
学
ん
で
い
た
武
士
大
名
の
中
に
は
こ
れ
に
改
流
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま

た
太
宰
春
台
『
独
語
』
の
よ
う
な
儒
家
か
ら
の
茶
の
湯
批
判
は
早
く
か
ら
見
ら

れ
た
が
、
幕
末
の
頃
に
は
、
精
神
性
を
失
っ
た
と
し
て
抹
茶
文
化
に
批
判
的
な

文
化
人
の
間
で
、
煎
茶
が
非
常
に
流
行
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

直
弼
は
当
時
の
石
州
流
し
い
て
は
茶
の
湯
全
般
に
対
し
て
、
強
い
批
判
と
危
機

感
と
を
持
っ
て
い
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
社
会
的
に
も
経
済
的
に
も
不
遇
な
部

屋
住
生
活
の
中
で
、
直
弼
は
強
い
自
負
を
も
っ
て
茶
の
湯
の
修
養
に
励
み
、
自

派
樹
立
を
宣
言
す
る
ま
で
の
水
準
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

前
述
の
よ
う
に
、
直
弼
の
茶
の
湯
研
究
の
主
眼
は
「
心
」
の
探
究
に
あ
り
、

『
入
門
記
』
に
お
い
て
は
「
抑
喫
茶
道
者
、
修
心
之
術
、
而
万
法
之
上
無
漏
」

と
、
茶
の
湯
が
「
心
」
を
修
め
る
術
で
あ
る
こ
と
を
明
言
し
て
い
る
。
直
弼
は

「
心
を
修
め
る
」
と
い
う
こ
と
を
、
「
君
子
素
其
位
而
行
不
願
乎
其
外
」
（
『
入

門
記
』
、
『
茶
道
の
政
道
の
助
』
）
、
す
な
わ
ち
「
足
る
こ
と
を
知
る
こ
と
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
ま
た
出
家
・
公
卿
・
武
士
・
農
工
商
そ
れ
ぞ
れ
の
本
業
の
助
け
と

な
る
と
論
じ
て
い
る
。
（
『
入
門
記
』
）
こ
う
し
た
論
旨
か
ら
は
、
江
戸
時
代
の

典
型
的
な
統
治
思
想
で
あ
る
〃
知
足
安
分
〃
思
想
を
読
み
取
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
大
名
茶
の
湯
に
お
い
て
統
治
思
想
と
し
て
の
知
足
安
分
が
説
か
れ
る
こ

と
は
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
『
茶
道
徒
」
、
『
茶
道
訓
」
、
『
集

古
十
種
』
、
『
老
の
波
』
等
の
茶
書
を
記
し
た
松
平
定
信
（
宝
暦
八
年
～
文
政
一

二
年
一
七
五
八
～
一
八
二
九
）
は
、
「
今
日
茶
た
て
て
楽
し
む
も
太
平
の
今

（
旧
）

沢
な
り
」
と
天
下
太
平
、
君
恩
、
分
限
あ
っ
て
の
茶
の
湯
で
あ
る
こ
と
を
説
き
、

統
治
者
と
し
て
の
自
覚
に
基
づ
く
封
建
倫
理
を
茶
の
湯
に
要
求
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
中
に
は
、
こ
う
し
た
大
名
茶
の
湯
の
一
環
に
直
弼
を
位
置
付

（
肥
）

け
る
も
の
も
あ
っ
た
。

し
か
し
直
弼
の
場
合
は
、
茶
の
湯
に
お
け
る
知
足
を
、
統
治
者
側
か
ら
の
論

点
で
は
な
く
、
宗
教
に
も
通
じ
る
各
人
の
心
の
持
ち
方
を
主
眼
に
論
じ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。
茶
道
を
「
修
行
」
（
「
入
門
記
』
）
と
断
じ
る
直
弼
は
、
ま
ず
喫

茶
に
お
け
る
知
足
に
つ
い
て
は
、
「
知
足
之
法
即
是
富
楽
安
穏
之
処
、
知
足
之

人
難
臥
地
上
猶
為
安
楽
」
と
遺
教
経
を
引
用
し
、
そ
の
上
で
「
法
文
の
知
足
是

則
誠
に
数
寄
な
り
佗
な
り
」
（
『
茶
道
の
政
道
の
助
』
）
と
論
じ
て
い
る
。
さ
ら

に
「
喫
茶
に
お
い
て
は
上
な
る
も
下
な
る
も
楽
し
ん
で
是
を
為
す
こ
と
か
ら
、

お
の
ず
か
ら
各
人
快
楽
（
ケ
ラ
ク
）
に
至
り
得
、
」
（
「
茶
道
の
政
道
の
助
』
）
と
、

喫
茶
を
通
じ
て
得
る
心
の
状
態
を
、
仏
教
に
お
い
て
心
の
安
穏
、
快
さ
を
意
味

す
る
「
快
楽
（
ケ
ラ
ク
）
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
。
こ
う
し

て
直
弼
の
説
く
茶
の
湯
に
お
け
る
知
足
と
は
、
各
個
人
の
心
を
安
定
へ
と
導
く

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
喫
茶
の
法
行
は
る
上
と
き
は
、
こ
上
に
記
す
が
如
く

上
下
共
に
己
が
身
を
守
り
、
楽
し
ん
で
憂
る
も
の
も
な
く
、
仇
す
る
こ
と
も
な

か
ら
ん
」
「
国
中
上
下
共
に
喫
茶
に
入
り
て
、
国
の
静
證
な
る
よ
し
な
り
」
（
『
茶

道
の
政
道
の
助
』
）
こ
う
し
た
文
脈
か
ら
は
、
茶
の
湯
と
天
下
の
関
係
に
つ
い

て
も
、
ま
ず
各
個
人
が
喫
茶
に
よ
っ
て
心
の
安
定
を
得
る
こ
と
で
、
お
の
ず
か

ら
そ
の
集
合
体
で
あ
る
天
下
も
太
平
を
得
る
と
い
う
論
旨
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
青
年
期
の
直
弼
に
見
ら
れ
る
知
足
安
分
思
想
は
封
建
的
で

あ
る
も
の
の
、
各
人
の
心
を
問
題
と
し
、
宗
教
的
救
い
に
も
共
通
す
る
よ
う
な

論
点
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
「
然
れ
ど
も
諸
道
の
助
と
の
み
、
一
片
に
之
を
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思
ふ
と
き
は
、
又
喫
茶
の
道
立
ち
難
し
。
虚
よ
り
実
に
入
る
は
、
茶
の
一
道
な

り
。
」
（
「
入
門
記
』
）
と
の
直
弼
の
主
張
に
見
ら
れ
る
〃
虚
〃
と
は
、
現
実
か
ら

は
隔
た
っ
て
い
る
も
の
の
否
定
的
な
も
の
で
な
い
。
そ
の
も
の
自
体
の
実
体
は

な
い
が
、
形
あ
る
も
の
を
成
り
立
た
せ
て
い
る
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
「
糖
飯

粗
菜
を
調
し
て
貴
人
よ
り
下
賎
の
客
へ
た
ま
ふ
は
、
お
も
は
し
か
ら
ぬ
心
得
に

（
Ⅳ
）

や
あ
ら
む
」
と
茶
室
に
お
け
る
身
分
の
超
越
を
否
定
し
た
定
信
と
違
い
、
直
弼

に
と
っ
て
の
理
想
の
茶
の
湯
と
は
草
庵
茶
の
湯
で
あ
り
、
「
貴
賎
共
に
学
ば
る

上
を
以
て
選
ば
ず
隔
無
し
、
又
貴
賎
共
に
能
く
交
る
を
も
選
ば
ず
隔
無
し
」
と

す
る
「
貴
賤
の
隔
て
無
き
茶
湯
」
（
『
茶
道
の
政
道
の
助
』
）
で
あ
っ
た
。
こ
の

場
合
の
「
貴
賤
の
隔
て
無
き
茶
湯
」
と
は
、
「
虚
」
に
お
け
る
各
身
分
の
自
然

な
和
合
を
調
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
埋
木
舎
時
代
の
茶
の
湯
著

述
か
ら
は
、
こ
の
こ
ろ
の
直
弼
の
茶
の
湯
は
、
各
身
分
の
茶
人
が
そ
の
身
分
を

離
れ
、
純
粋
に
心
を
求
め
、
自
得
を
探
る
「
虚
」
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
封
建
主
義
的
身
分
制
に
い
さ
さ
か
も
疑
問
を
呈
す
る
も
の
で
は
な
い

が
、
同
時
に
強
い
宗
教
的
影
響
の
下
に
、
人
間
の
心
の
修
養
と
交
流
を
目
的
と

し
た
茶
の
湯
で
あ
っ
た
。
井
伊
家
三
十
五
万
石
に
生
ま
れ
な
が
ら
、
部
屋
住
と

し
て
社
会
的
存
在
た
り
得
な
か
っ
た
直
弼
に
と
っ
て
の
茶
の
湯
は
、
統
治
者
と

し
て
の
「
実
」
よ
り
も
、
個
人
の
心
の
有
り
様
を
追
求
す
る
「
虚
」
に
あ
っ
た

と
い
え
よ
う
。

茶
の
湯
を
「
虚
よ
り
実
に
入
る
」
と
記
し
た
直
弼
で
あ
っ
た
が
、
武
術
に
お

い
て
も
一
派
を
成
し
得
る
修
養
を
積
ん
で
い
た
直
弼
自
身
の
「
実
」
は
武
士
に

あ
っ
た
。
「
武
士
は
三
軍
の
上
に
、
卿
か
狐
疑
の
心
無
く
、
無
二
の
決
断
を
以

て
、
一
戦
の
利
を
得
る
こ
と
、
先
づ
己
が
心
を
修
め
、
勇
気
を
養
ふ
に
有
り
。

故
に
陣
中
す
ら
大
剛
の
者
、
茶
事
を
催
し
互
い
に
会
合
す
」
（
『
入
門
記
』
）
と

弘
化
三
年
一
月
突
然
の
兄
直
元
の
死
に
よ
っ
て
、
急
邊
直
弼
は
江
戸
に
呼
ば

れ
長
兄
で
あ
っ
た
第
十
二
代
藩
主
直
亮
の
養
子
と
な
り
、
二
月
に
は
将
軍
家
慶

へ
の
御
目
見
え
も
済
ま
せ
正
式
に
世
子
と
な
っ
た
。
「
誠
二
不
思
議
二
存
候
程

（
岨
）

之
事
、
実
以
御
高
恩
身
二
余
り
、
駕
中
二
て
落
涙
一
一
及
候
」
と
記
し
た
境
遇
の

激
変
で
あ
り
、
直
弼
は
こ
の
頃
の
私
信
で
、
新
し
い
環
境
に
対
処
す
る
緊
張
と

当
惑
を
率
直
に
語
っ
て
い
る
。
兄
直
亮
は
部
屋
住
を
経
験
す
る
こ
と
の
な
い
恵

ま
れ
た
境
遇
に
育
ち
、
ま
た
大
老
職
に
も
就
い
て
い
た
。
し
か
し
性
格
的
に
は

偏
狭
で
、
晩
年
に
は
藩
内
外
で
の
評
判
は
つ
と
に
悪
く
な
っ
て
い
た
。
気
難
し

い
養
父
直
亮
に
よ
っ
て
、
直
弼
の
江
戸
生
活
は
精
神
的
に
も
経
済
的
に
も
圧
迫

さ
れ
た
、
気
の
休
ま
る
こ
と
の
な
い
日
々
で
あ
っ
た
。
「
公
私
共
二
繁
多
ニ
テ

し
て
、
直
弼
は
茶
の
湯
を
「
大
丈
夫
の
勇
者
に
こ
そ
勧
め
る
」
（
「
茶
道
の
政
道

の
助
』
）
と
述
べ
て
い
る
。
直
弼
に
と
っ
て
の
理
想
の
武
士
と
は
、
廉
潔
で
剛

気
な
る
道
義
的
性
格
を
持
ち
、
武
力
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
明
ら
か
と
す
る
古

い
タ
イ
プ
の
武
士
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
姿
勢
は
、
そ
の
後
の
相

州
警
備
は
じ
め
様
々
な
局
面
で
発
揮
さ
れ
、
直
弼
の
武
士
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
ー
の
基
調
を
な
す
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

「
当
流
茶
事
稽
古
次
第
』

（
『
真
式
懐
石
序
文
下
害
』
）

（
『
草
庵
行
鉢
式
之
次
第
』
）

日
世
子
時
代
（
三
二
才
～
三
六
才
）

弘
化
三
年
二
月
～
嘉
永
三
年
九
月
一
八
四
五
～
一
八
五
○

五



（
旧
）

（
別
）

風
流
ノ
道
二
努
メ
ズ
」
、
「
（
手
金
）
少
も
無
之
候
而
は
誠
二
不
自
由
之
義
ニ
付
」

（
皿
）

と
い
う
生
活
の
中
で
も
直
弼
は
、
「
文
学
の
道
・
歌
な
と
も
折
々
見
セ
侍
ん
、
」

と
の
抱
負
を
国
学
の
師
長
野
義
言
に
送
っ
て
い
る
。
世
子
と
い
う
社
会
的
立
場

を
得
た
こ
と
を
身
に
余
る
高
恩
と
感
じ
な
が
ら
も
、
直
弼
は
そ
の
境
遇
の
変
化

に
左
右
さ
れ
な
い
、
内
な
る
世
界
を
維
持
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
茶
の
湯
の
研

究
も
こ
う
し
た
環
境
の
下
で
続
け
て
お
り
、
片
桐
石
州
の
血
を
引
く
片
桐
宗
猿

に
書
簡
を
通
じ
た
教
え
を
受
け
て
い
る
。
宗
猿
に
師
事
し
た
事
情
に
つ
い
て
は

明
確
で
は
な
い
も
の
の
、
残
さ
れ
た
書
簡
の
日
付
か
ら
、
嘉
永
二
年
以
前
で
あ

ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。
直
弼
は
世
子
藩
主
時
代
を
通
じ
て
質
問
を
宗
猿
に
書
き

送
り
、
安
政
四
年
以
降
に
こ
れ
ら
の
書
簡
を
、
直
弼
自
身
が
『
宗
猿
先
生
茶
道

聞
書
』
と
し
て
編
集
・
清
書
し
て
い
る
。
そ
の
巻
頭
に
片
桐
家
の
家
系
図
が
付

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
弼
は
師
事
す
る
に
あ
た
っ
て
、
宗
猿
の
茶
の
湯

に
お
け
る
資
質
と
共
に
、
石
州
の
血
の
流
れ
を
重
視
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

後
に
将
軍
家
後
継
問
題
が
起
こ
っ
た
時
に
、
直
弼
が
紀
州
家
慶
福
を
推
し
た
理

由
の
一
つ
は
そ
の
血
の
濃
さ
に
あ
っ
た
。
血
の
正
当
性
へ
の
評
価
は
、
宗
猿
師

事
の
際
の
直
弼
の
判
断
基
準
の
中
に
も
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

直
弼
は
「
入
門
記
』
で
は
自
派
の
樹
立
を
宣
言
し
た
が
、
嘉
永
年
間
中
に
記

（
蛇
）

さ
れ
た
「
当
流
茶
事
稽
古
次
第
』
で
は
、
具
体
的
に
自
派
の
稽
古
の
段
階
を
設

定
し
て
い
る
。
「
入
門
之
巻
」
、
「
薄
茶
手
続
之
事
」
、
「
濃
茶
手
続
之
事
」
と
順

を
追
っ
て
稽
古
が
進
み
、
「
長
板
九
段
之
書
」
等
の
中
目
録
が
終
わ
り
「
石
州

三
百
ヶ
條
』
、
『
南
方
録
』
、
『
真
式
懐
石
之
伝
』
の
三
伝
書
が
済
む
と
「
浅
黄
和

巾
免
許
」
が
与
え
ら
れ
、
奥
ノ
伝
五
ヶ
條
と
な
る
。
直
弼
の
茶
の
湯
の
前
提
と

も
な
る
べ
き
『
石
州
三
百
ヶ
條
』
、
『
南
方
録
』
に
並
ん
で
、
自
著
『
真
式
懐
石

之
伝
』
を
挙
げ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
が
直
弼
の
茶
の
湯
を
克
明
に
記
し
た

著
述
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
茶
事
で
の
食
事
を
禅
林
の
温

石
を
意
味
す
る
「
懐
石
」
で
表
す
こ
と
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
一
般
的
な
こ

と
で
は
な
く
、
「
茶
湯
一
会
集
』
に
至
る
直
弼
の
茶
の
湯
の
一
貫
し
た
特
徴
と

言
え
る
。
『
真
式
懐
石
之
伝
』
自
体
は
現
在
残
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
内

（
酩
）

容
に
つ
い
て
は
、
現
存
す
る
『
真
式
懐
石
序
文
下
書
』
と
書
か
れ
た
草
稿
と
、
「
草

（
別
）

庵
行
鉢
式
之
次
第
』
と
題
さ
れ
た
著
述
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
著
述
か
ら
、
直
弼
に
よ
る
真
式
懐
石
と
は
、
永
平
清
規
の
「
赴
粥
飯

法
」
に
基
づ
い
た
様
々
な
規
則
に
従
っ
て
、
ま
た
禅
林
の
特
殊
な
食
器
で
あ
る

応
量
器
を
用
い
て
食
事
を
行
う
、
宗
教
的
な
修
行
に
通
じ
る
特
異
な
会
食
の
方

法
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
真
式
懐
石
之
伝
』
も
、
こ
れ
を
伝
書
と
し
た
『
稽

古
次
第
』
も
、
こ
う
し
た
宗
教
性
の
強
さ
、
草
庵
茶
の
湯
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
、

埋
木
舎
時
代
に
発
案
さ
れ
、
世
子
時
代
に
進
め
ら
れ
た
著
述
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
『
稽
古
次
第
』
に
則
っ
た
茶
の
湯
稽
古
が
、
ど
の
程
度
行
わ
れ
た

か
は
不
明
で
あ
る
も
の
の
、
嘉
永
四
年
か
ら
は
直
弼
自
会
の
茶
会
記
が
残
っ
て

（
妬
）

お
り
、
嘉
永
年
間
の
末
に
は
、
家
臣
の
中
で
直
弼
に
茶
名
を
与
え
ら
れ
る
者
も

（
恥
）

で
て
き
て
い
る
。

『
茶
湯
亭
主
心
得
』
（
安
政
三
年
）

「
披
間
之
弁
』
（
安
政
四
年
十
月
）

『
茶
湯
一
会
集
』
（
安
政
三
～
五
年
）

四
藩
主
時
代
（
三
六
才
～
四
四
才
）

嘉
永
三
年
十
月
～
安
政
五
年
四
月
二
十
二
日

一
一
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弘
化
四
年
二
月
、
沿
岸
の
警
備
を
強
化
す
る
為
に
幕
府
に
命
じ
ら
れ
た
相
州

警
備
で
は
、
武
を
重
ん
じ
る
直
弼
は
直
亮
と
意
見
を
異
と
と
す
る
こ
と
が
多
く
、

直
弼
は
直
亮
へ
の
批
判
を
高
め
て
い
た
。
嘉
永
三
年
十
一
月
直
亮
死
去
に
よ
る

襲
封
の
後
は
、
領
内
の
巡
見
を
は
じ
め
熱
心
に
藩
政
に
関
わ
る
と
共
に
、
。
ヘ
リ
ー

来
航
を
は
じ
め
と
す
る
緊
迫
し
た
世
情
の
中
で
、
幕
府
の
重
鎮
と
し
て
頭
角
を

表
し
て
い
く
。
ま
た
京
都
守
護
と
し
て
も
多
大
な
働
き
が
あ
り
、
孝
明
天
皇
か

ら
は
「
十
体
和
歌
手
鑑
」
を
賜
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
直
弼
は
嘉
永
年
間
以
降

は
多
忙
を
極
め
、
ま
た
安
政
五
年
四
月
に
大
老
に
就
任
す
る
こ
と
か
ら
、
「
茶

湯
一
会
集
』
等
の
一
連
の
茶
の
湯
著
述
の
完
成
は
、
安
政
三
、
四
年
の
最
後
の

彦
根
滞
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

『
茶
湯
一
会
集
』
に
は
、
端
正
に
清
書
さ
れ
た
完
成
本
と
書
き
込
み
・
推
敲

（
刀
）

の
跡
の
著
し
い
二
種
類
の
草
稿
本
が
残
っ
て
い
る
。
完
成
本
に
お
け
る
変
化
は
、

．
期
一
会
」
と
記
し
た
序
文
の
項
目
が
新
た
に
加
筆
さ
れ
、
草
稿
本
二
種
で

は
「
余
情
残
心
之
事
」
と
あ
っ
た
項
目
が
、
「
ふ
た
た
び
か
え
ら
ざ
る
事
を
観

念
し
」
等
の
加
筆
を
伴
っ
た
「
独
座
観
念
」
の
項
目
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
そ

し
て
貴
人
の
條
の
加
筆
と
内
容
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
る
。
（
以
下
「
茶
湯
一
会

集
』
は
「
一
会
集
」
と
略
）

茶
の
湯
作
法
害
と
し
て
の
『
｜
会
集
』

『
一
会
集
』
は
以
下
二
十
三
項
目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

序
（
「
一
期
一
会
」
）
、
茶
湯
約
束
之
事
前
礼
、
着
服
並
二
懐
中
物
、
露
地
掃
除

並
水
、
数
寄
屋
掃
除
並
廉
、
道
具
取
合
仕
付
並
懐
石
取
合
、
客
参
着
・
初
度
露

・
迎
之
事
、
初
入
・
主
客
挨
拶
、
初
炭
手
前
中
、
懐
石
中
・
か
よ
ひ
・
客
給
様
、

『
茶
道
壁
書
』
（
安
政
五
年
三
月
）

中
立
・
腰
懸
之
心
得
・
中
立
中
之
設
、
後
入
、
濃
茶
点
前
中
、
後
炭
点
前
中
、

薄
茶
点
前
中
、
退
出
・
暇
乞
・
見
送
り
・
立
炭
・
水
屋
拝
見
、
独
座
観
念
、
後

礼
之
事
、
茶
二
行
て
人
二
語
様
之
事
、
客
俄
二
席
を
立
つ
事
有
り
た
る
時
之
事
、

客
俄
二
人
数
増
た
る
時
之
事
、
客
遅
参
有
之
時
之
事
、
客
よ
り
贈
り
物
之
事

元
来
茶
書
の
多
く
は
道
具
・
置
合
・
手
前
の
順
等
内
容
記
述
が
分
散
す
る
傾

向
が
強
か
っ
た
が
、
『
一
会
集
』
は
著
述
の
主
眼
を
茶
事
に
絞
り
、
そ
の
経
過

に
そ
っ
て
主
・
客
両
者
の
動
き
を
同
時
に
記
す
叙
述
方
法
で
、
い
わ
ば
烏
鰍
的

に
茶
事
の
進
行
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
着
服
、
初
入

に
お
け
る
刀
掛
等
の
各
項
目
か
ら
は
、
こ
の
茶
事
の
参
会
者
が
武
家
に
設
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
『
一
会
集
』
全
体
を
通
じ
て
、
『
南
方
録
』

の
影
響
が
色
濃
く
、
賓
主
歴
然
の
茶
の
湯
、
利
休
に
つ
な
が
る
草
庵
茶
の
湯
を

理
想
と
す
る
、
精
神
性
の
強
調
は
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
。
し
か
し
．
期
一
会
」

．
「
独
座
観
念
」
の
二
項
目
以
外
は
、
全
編
を
通
し
て
非
常
に
具
体
的
で
実
践

的
な
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
各
項
目
は
内
容
を
さ
ら
に
詳
細
に
記
し
た
二
百
五

十
三
條
に
分
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
初
入
・
主
客
挨
拶
の
項
目
の
内
の
一
條
を

見
て
み
よ
う
。

一
、
中
く
上
り
を
這
入
る
〈
、
正
客
中
腰
一
一
て
、
戸
細
目
一
一
明
け
た
る
二
指

を
さ
し
入
、
し
つ
か
に
開
け
て
勝
手
よ
き
足
よ
り
く
Ｌ
り
入
、
ふ
り
か
へ
り
て
、

敷
居
を
ち
よ
と
手
二
て
ぬ
く
ひ
置
く
へ
し
鹿
相
二
く
Ｌ
り
、
敷
居
へ
下
駄
を
さ

（
鮒
）

ゆ
る
（
障
）
ハ
、
以
之
外
失
礼
禮
也
、

こ
の
具
体
的
な
記
述
か
ら
は
、
直
弼
が
茶
書
研
究
と
い
っ
た
理
論
だ
け
で
な

く
、
茶
事
の
実
践
と
経
験
を
自
ら
積
ん
だ
上
で
ヨ
会
集
』
著
述
に
向
か
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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『
一
会
集
』
の
各
條
で
は
歩
き
方
、
に
じ
り
の
這
い
入
り
方
、
戸
の
開
け
方
、

箸
の
取
り
上
げ
方
、
飯
の
盛
り
方
と
い
っ
た
、
通
常
の
手
前
書
に
は
な
い
暗
黙

の
作
法
に
対
し
て
も
細
や
か
な
記
述
が
見
ら
れ
、
但
し
書
き
に
よ
る
様
々
な
状

況
で
の
対
処
の
仕
方
に
も
、
実
践
に
基
づ
い
た
行
き
届
い
た
注
意
が
向
け
ら
れ

て
い
る
。
時
に
は
他
流
と
の
差
異
を
記
す
こ
と
で
、
自
派
の
流
儀
作
法
を
さ
ら

に
特
徴
付
け
て
い
る
。

先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
完
成
本
で
の
大
き
な
変
化
に
貴
人
へ
の
心
遣
い
が
あ

る
。
完
成
本
中
貴
人
に
関
す
る
記
述
は
四
十
一
ヶ
條
、
そ
の
内
の
八
ヶ
條
が
新

た
な
加
筆
と
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
石
州
流
の
聖
典
と
も
い
う
べ
き
「
石
州

三
百
ヶ
條
』
で
は
、
貴
人
へ
の
心
得
を
記
し
た
條
は
九
條
を
数
え
る
の
み
で
、

貴
人
へ
の
心
使
い
は
『
一
会
集
』
の
特
徴
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。
す
で
に
見
て

き
た
よ
う
に
、
青
年
期
の
直
弼
に
と
っ
て
、
「
貴
賎
の
隔
て
無
き
茶
湯
」
は
一

つ
の
理
想
の
茶
の
湯
で
あ
っ
た
。
そ
の
直
弼
が
『
一
会
集
』
で
は
、
「
（
僧
は
当

（
酌
）

然
正
客
で
あ
る
が
）
貴
人
・
高
位
な
れ
〈
、
俗
躰
一
一
て
も
正
客
別
段
之
事
」
と

（
釦
）

も
、
ま
た
「
貴
人
正
客
の
時
〈
、
す
へ
て
詰
之
者
取
次
ぐ
事
本
意
也
」
と
も
記

し
て
い
る
。
こ
う
し
た
貴
人
に
関
す
る
記
述
か
ら
は
、
「
一
会
集
』
完
成
の
頃

の
直
弼
に
と
っ
て
、
貴
人
の
参
会
へ
の
配
慮
は
不
可
欠
と
な
っ
て
い
た
と
考
え

ら
れ
、
直
弼
の
境
遇
の
変
化
の
現
れ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
う
し
た
貴
人
に
対

す
る
記
述
は
、
直
弼
の
茶
の
湯
の
精
神
性
の
後
退
と
い
う
よ
り
も
、
「
一
会
集
」

が
現
実
性
を
失
わ
な
い
実
践
的
な
著
述
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
知
ら
し
め
る
材

料
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
『
一
会
集
」
で
は
貴
人
へ
の
具
体
的
な
対
処
と
心

得
を
記
す
一
方
で
、
「
元
来
草
庵
の
茶
事
な
れ
〈
、
貴
人
と
て
左
の
ミ
か
は
り

（
別
）

た
る
仕
形
〈
無
き
筈
也
」
と
碗
曲
な
が
ら
貴
人
に
対
し
て
も
、
草
庵
茶
事
の
自

覚
を
促
し
て
い
る
。

同
様
の
こ
と
は
懐
石
の
項
目
に
も
見
ら
れ
る
。
嘉
永
年
間
の
直
弼
の
茶
の
湯

で
は
、
非
常
に
宗
教
色
の
強
い
特
異
な
「
真
式
懐
石
」
を
特
徴
と
し
て
い
た
が
、

『
一
会
集
』
に
お
け
る
懐
石
は
盃
事
こ
そ
否
定
し
て
い
る
も
の
の
、
ご
く
一
般

的
な
茶
事
の
形
式
に
変
わ
り
、
ど
ん
な
参
会
者
に
も
抵
抗
無
く
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
『
一
会
集
』
の
内
容
は
、
「
一
会
集
』
が
こ
れ
ま
で
定
義
付
け
ら

れ
て
き
た
茶
の
湯
思
想
書
と
い
う
よ
り
も
、
武
家
が
茶
事
に
参
会
す
る
為
の
、

現
実
に
則
し
た
具
体
的
で
実
践
的
な
茶
の
湯
作
法
書
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

る
。
ま
た
『
一
会
集
』
は
、
茶
の
湯
の
道
具
・
置
合
・
手
前
を
記
し
た
狭
義
の

茶
の
湯
教
則
本
で
は
な
い
。
な
に
げ
な
い
所
作
・
立
ち
居
振
る
舞
い
か
ら
茶
事

参
会
へ
の
心
構
え
、
主
客
の
心
の
交
流
、
貴
人
へ
の
心
得
、
し
い
て
は
武
家
た

る
茶
の
湯
を
成
立
さ
せ
る
心
を
言
及
す
る
、
広
義
の
内
容
を
有
し
た
実
践
的
茶

耆
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

「
｜
期
一
会
」
と
「
独
座
観
念
」

「
一
期
一
会
」
、
「
独
座
観
念
」
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
藤
直
幹
等
の
先
行
研
究

が
あ
り
、
特
に
「
独
座
観
念
」
に
つ
い
て
は
、
石
州
流
茶
人
大
口
樵
翁
（
元
禄

二
年
～
明
和
元
年
一
六
八
九
～
一
七
六
四
）
に
よ
る
「
渓
鼠
余
談
』
、
（
延
享
元

年
以
前
に
成
立
）
、
『
交
会
平
点
規
範
』
（
延
享
元
年
一
七
四
四
成
立
）
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

「
一
期
一
会
」

此
書
は
、
茶
湯
一
会
之
始
終
、
主
客
の
心
得
を
委
敷
あ
ら
は
す
也
、
故
に
題

号
を
一
会
集
と
い
ふ
、
猶
、
一
会
一
一
深
き
主
意
あ
り
、
抑
、
茶
湯
の
交
会
は
、

一
期
一
会
と
い
ひ
て
、
た
と
へ
〈
幾
度
お
な
じ
主
客
交
会
す
る
と
も
、
今
日
の

会
に
ふ
た
上
ひ
か
へ
ら
さ
る
事
を
思
へ
〈
、
実
に
我
一
世
一
度
の
会
也
、
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：
…
・
略
…
…
（
主
客
共
に
）
実
意
を
以
て
交
る
へ
き
也
、
是
を
一
期
一
会
と
い

ふ
、
必
々
主
客
と
も
等
閑
に
〈
一
服
を
も
催
す
ま
し
き
筈
事
、
即
一
会
集
の
極

（
塊
）

意
な
り
、
：
…
…
：
：
略
：
．
…
…

一
般
的
に
は
「
一
期
一
会
」
の
語
句
は
直
弼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
考
え
ら
れ
て

い
る
が
、
文
献
学
的
に
見
れ
ば
、
十
六
世
紀
の
「
山
上
宗
二
記
』
に
「
一
期
二

一
度
ノ
会
」
と
あ
り
、
『
南
方
録
』
で
は
「
一
座
一
会
」
の
語
の
使
用
が
、
「
滅

後
」
の
章
に
一
箇
所
認
め
ら
れ
る
。
大
口
樵
翁
の
『
渓
鼠
余
談
』
で
は
「
休
師

ノ
伝
二
云
一
期
一
二
度
ノ
参
会
卜
思
テ
交
会
ス
ヘ
シ
也
」
「
亭
主
モ
ー
期
一
二

（
羽
）

会
ノ
会
ト
思
上
」
と
極
似
の
表
現
が
二
箇
所
が
見
ら
れ
る
。
『
一
会
集
』
で
は
「
序
」

。
「
独
座
観
念
」
の
項
目
を
含
め
た
計
四
箇
所
で
「
一
期
一
会
」
の
語
の
使
用

が
見
ら
れ
る
が
、
全
て
完
成
本
の
段
階
で
加
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
草
稿
本

の
段
階
で
「
一
期
一
会
」
は
発
見
で
き
な
い
も
の
の
、
草
稿
本
に
見
ら
れ
る
「
一

期
一
篇
」
、
「
一
会
の
実
情
」
の
意
味
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
一
会
の
重
視
で
あ
り
、

「
一
期
一
会
」
に
近
い
理
念
は
直
弼
の
中
に
早
く
か
ら
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。

茶
席
二
立
も
と
り
、
此
時
に
し
り
上
り
よ
り
這
入
、
』

く
御
咄
も
有
へ
き
一
一
、
も
は
や
何
方
ま
て
可
被
参
哉
、
炉

「
独
座
観
念
」

主
客
と
も
余
情
残
心
を
催
し
、
退
出
の
挨
拶
終
れ
〈
、
客
も
露
地
を
出
る
に
、

高
声
咄
さ
す
、
静
二
あ
と
を
見
か
へ
り
出
行
は
、
亭
主
〈
猶
更
の
こ
と
、
客
の

見
へ
さ
る
ま
て
も
見
送
る
也
、
扱
、
中
潜
り
・
猿
戸
・
そ
の
外
戸
障
子
な
と
、

早
々
〆
立
な
と
い
た
す
〈
、
不
興
千
万
、
一
日
の
餐
応
も
無
に
な
る
事
な
れ
ハ
、

決
而
客
の
帰
路
見
え
す
と
も
、
取
か
た
付
急
く
へ
か
ら
す
、
い
か
に
も
心
静
二

ふ
た
Ｌ
ひ
か
へ
ら
さ
る
事
を
観
念
シ
、
或
〈
独
服
を
も
い
た
す
事
、
是
一
会
極

前
二
独
座
し
て
、
今
暫

今
日
一
期
一
会
済
て
、

て
、
外
二
物
な
し
、
誠
二
自
得
せ
さ
れ
は
い
た
り
か
た
き
境
界
な
り

線
を
引
い
た
箇
所
は
直
弼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
、
そ
の
他
は
全
て
、
樵
翁
著
作
の

い
づ
れ
か
に
原
典
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
『
一
会
集
』
草
稿
の
段
階
で
は
、

樵
翁
の
『
渓
鼠
余
談
』
「
余
情
残
心
之
事
」
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
す
る
形
で
、
「
独

座
観
念
」
と
し
て
の
項
目
は
存
在
し
な
い
。

序
「
一
期
一
会
」
と
「
独
座
観
念
」
は
、
共
通
す
る
語
と
内
容
と
で
統
一
さ

れ
て
お
り
、
『
一
会
集
』
完
成
近
く
に
、
同
時
に
照
応
さ
れ
推
敲
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
「
一
期
一
会
」
「
独
座
観
念
」
は
、
『
一
会

集
』
を
総
括
す
る
概
念
で
あ
り
、
ま
た
切
り
放
す
こ
と
な
く
同
時
に
考
察
さ
れ

る
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

『
一
会
集
』
を
象
徴
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
き
た
「
一
期
一
会
」
「
独
座
観

念
」
は
、
本
論
の
考
察
か
ら
も
完
全
な
る
直
弼
の
独
創
で
あ
る
と
は
言
い
が
た

い
。
し
か
し
直
弼
の
茶
の
湯
は
、
樵
翁
の
茶
の
湯
と
は
明
ら
か
に
異
な
る
。
そ

れ
は
直
弼
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
箇
所
が
、
茶
の
湯
を
成
立
さ
せ
て
い
る
「
心
」
を
記

述
し
、
〃
他
者
と
の
心
の
交
流
〃
（
「
一
期
一
会
」
）
と
〃
己
の
心
と
の
対
時
〃
（
「
独

座
観
念
」
）
を
照
応
さ
せ
、
同
時
に
論
じ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

『
｜
会
集
』
の
意
義

ヨ
会
集
』
は
武
家
の
茶
事
参
会
の
為
の
、
実
践
を
重
視
し
た
総
合
的
茶
の

湯
作
法
書
で
あ
る
。
こ
の
書
は
、
実
践
的
な
〃
形
″
と
そ
の
背
景
と
な
る
精
神

〃
心
″
の
両
面
か
ら
、
武
家
と
し
て
の
茶
の
湯
を
克
明
に
記
述
し
て
い
る
。
ま

た
知
識
・
教
養
・
感
性
・
品
格
と
い
っ
た
個
人
に
蓄
積
さ
れ
る
無
形
の
文
化
を

も
、
茶
の
湯
と
い
う
総
合
文
化
の
内
で
、
武
家
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
有
り
様
に

方
向
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
茶
の
湯
を
通
じ
て
、
〃
他
者

意
の
習
な
り
、
此
時
寂
莫
と
し
て
、
打
語
ふ
も
の
と
て
〈
、
釜
一
口
の
承
ニ
シ

一

二

九



と
の
心
の
交
流
〃
（
「
一
期
一
会
」
）
と
〃
己
の
心
と
の
対
崎
″
（
「
独
座
観
念
」
）
、

を
一
つ
の
茶
書
で
同
時
に
語
っ
て
い
る
。
茶
の
湯
の
実
践
を
通
じ
て
、
自
他
の

「
心
」
の
問
題
を
同
時
に
探
求
す
る
。
そ
こ
に
『
一
会
集
』
の
意
義
が
あ
り
、

ま
た
直
弼
の
茶
の
湯
の
完
成
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

当
時
の
世
間
茶
で
あ
る
社
交
の
茶
の
湯
に
流
さ
れ
る
こ
と
無
く
、
「
決
而
遊

（
弱
）

興
な
ら
さ
る
」
『
茶
道
壁
書
』
、
修
養
を
積
ん
で
い
く
為
に
は
、
確
乎
と
し
た
精

神
的
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
正
当
性
が
必
要
と
さ
れ
た
。
利
休
の
侘
茶
に
通
じ
る
茶

禅
一
味
を
茶
境
と
す
る
草
庵
茶
の
湯
が
、
直
弼
の
茶
の
湯
の
精
神
的
支
柱
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

直
弼
の
茶
の
湯
の
集
大
成
と
も
い
う
べ
き
『
茶
湯
一
会
集
』
は
、
従
来
の
研

究
で
は
思
想
書
と
し
て
の
一
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
論
で
は

『
茶
湯
一
会
集
』
を
、
武
家
の
茶
事
参
会
を
具
体
的
か
つ
詳
細
に
記
し
た
、
武

家
の
為
の
総
合
的
茶
の
湯
作
法
書
と
し
て
再
評
価
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
一
会

集
』
は
、
単
に
茶
事
の
具
体
的
作
法
を
記
す
の
承
な
ら
ず
、
茶
の
湯
作
法
の
実

こ
の
時
期
の
茶
湯
著
述
は
発
見
で
き
な
い
も
の
の
、
死
の
直
前
で
あ
る
安
政

七
年
正
月
十
七
日
の
茶
会
記
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
直
弼
は
最
後
ま
で
茶

の
湯
と
共
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

田
大
老
時
代
（
四
四
才
～
四
六
才
）

安
政
五
年
四
月
二
十
三
日
～
安
政
七
年
三
月
三
日
一
八
五
八
～
一
八
六
○

お
わ
り
に

践
を
通
じ
て
武
家
が
武
家
た
る
べ
き
特
性
と
様
式
、
そ
し
て
そ
の
精
神
と
を
教

え
て
い
る
。
あ
る
身
分
特
有
の
感
性
・
知
覚
・
行
動
様
式
等
の
体
系
は
教
育
に

よ
っ
て
育
く
ま
れ
、
実
践
に
よ
っ
て
個
人
に
内
在
化
さ
れ
る
。
そ
し
て
あ
る
身

分
特
有
の
有
形
・
無
形
の
文
化
体
系
は
そ
の
身
分
特
有
の
文
化
資
本
と
い
う
も

（
蹄
）

の
を
構
築
し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
。
こ
の
よ
う
に
『
茶

湯
一
会
集
』
は
、
茶
の
湯
の
実
践
を
通
じ
て
、
武
家
と
し
て
の
文
化
資
本
の
再

構
築
と
そ
の
継
承
を
目
的
と
す
る
、
総
合
的
茶
の
湯
作
法
書
で
あ
っ
た
と
い
え

よ
う
。一
方
で
直
弼
は
生
涯
変
わ
ら
ず
、
茶
の
湯
を
通
じ
て
「
心
」
を
探
求
し
続
け

た
。
青
年
期
（
埋
木
舎
時
代
）
の
茶
湯
が
「
快
楽
」
、
「
真
式
懐
石
」
と
、
宗
教

色
の
強
い
理
念
的
な
茶
湯
論
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
晩
年
近
く
の
『
茶
湯
一
会

集
』
で
は
、
具
体
的
な
茶
の
湯
作
法
の
実
践
を
通
し
て
、
〃
他
者
と
の
心
の
交

流
″
（
．
期
一
会
」
）
と
〃
己
の
心
と
の
対
時
″
（
「
独
座
観
念
」
）
す
な
わ
ち
自

他
の
問
題
を
同
時
に
追
求
し
て
い
る
。

遊
芸
と
し
て
の
茶
の
湯
に
屹
立
し
、
心
の
探
求
を
調
っ
た
若
き
日
の
直
弼
の

茶
の
湯
は
、
晩
年
で
は
心
を
茶
事
と
い
う
現
実
の
行
為
に
投
影
し
、
ま
た
そ
の

実
践
を
通
じ
て
さ
ら
に
心
を
深
め
ゆ
く
茶
の
湯
へ
と
到
達
し
た
。
こ
う
し
た
こ

と
か
ら
、
幼
年
期
か
ら
の
直
弼
の
禅
の
修
行
は
彼
の
茶
の
湯
に
結
実
し
、
『
茶

湯
一
会
集
』
は
直
弼
の
茶
の
湯
の
完
成
を
示
す
書
物
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
直
弼
の
茶
の
湯
と
は
、
茶
の
湯
に
お
け
る
心
か
ら
形
へ
、
形
か
ら
心

へ
と
い
う
円
環
を
通
じ
て
、
心
の
さ
ら
な
る
修
養
を
目
指
す
と
共
に
、
武
家
と

し
て
の
有
形
・
無
形
の
文
化
体
系
を
も
教
え
る
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

一

三

○



注

（
１
）
高
橋
箒
庵
（
義
雄
）
熊
倉
功
夫
校
注

『
東
都
茶
会
記
』
第
五
巻
二
○
一
～
二
一
九
頁
淡
交
社
一
九
八
九

『
井
伊
大
老
茶
道
談
』
中
村
勝
麻
呂
編
纂
箒
文
社
一
九
二
一

本
論
に
お
い
て
は
覆
刻
「
井
伊
大
老
茶
道
談
』
續
日
本
史
籍
協
会
叢
書
東

京
大
学
出
版
会
一
九
七
八
を
用
い
た
。

（
２
）
熊
倉
功
夫
「
美
の
理
念
と
秩
序
－
幕
末
に
お
け
る
茶
の
湯
の
達
成
」
『
幕

末
文
化
の
研
究
』
四
九
六
頁
岩
波
書
店
一
九
七
八

（
３
）
村
井
康
彦
「
近
世
茶
道
の
研
究
」
『
茶
道
聚
錦
』
第
五
巻
五
一
頁
小

学
館
一
九
八
五

（
４
）
『
南
方
録
』
利
休
百
回
忌
に
あ
た
る
元
禄
三
年
（
一
六
九
○
）
に
九
州

黒
田
藩
の
家
老
立
花
実
山
が
堺
で
発
見
し
た
と
伝
わ
る
茶
の
湯
書
。
。
強

い
利
休
回
帰
の
念
の
下
に
、
佗
茶
（
草
庵
小
座
敷
の
茶
湯
）
を
仏
教
的
立

場
か
ら
説
明
し
、
禁
欲
性
と
修
行
性
を
茶
の
湯
に
求
め
た
。

（
５
）
吉
田
常
吉
『
井
伊
直
弼
』
二
～
四
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
八
五

「
大
日
本
維
新
史
料
類
纂
之
部
井
伊
家
史
料
ｌ
』
（
以
下
『
井
伊
家
史

料
ｌ
』
と
略
）
一
五
五
頁
東
京
大
学
出
版
会
一
九
五
九

（
６
）
『
埋
木
舎
之
記
』
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
資
料
調
査
番
号
２
４
６
８
２

（
７
）
『
仏
道
発
心
の
弁
』
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
資
料
調
査
番
号
２
８
０
２

８さ
ま
ざ
ま
な
資
料
か
ら
、
埋
木
舎
時
代
の
直
弼
の
苦
悩
と
、
そ
の
中
で
い

か
に
仏
道
に
救
済
を
求
め
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
あ
る
。

（
８
）
例
え
ば
「
石
州
三
百
ヶ
條
」
第
一
巻
九
十
二
條
「
人
の
茶
湯
に
な
ら
ぬ

様
の
事
」
、
九
十
六
條
「
茶
湯
さ
ひ
た
る
〈
よ
し
、
さ
は
し
た
る
〈
あ
し

き
事
」
参
照
『
茶
湯
古
典
全
集
』
第
十
一
巻
二
二
八
頁
、
二
三
二
頁
淡

交
社
一
九
七
九

（
９
）
「
閑
夜
茶
話
」
『
井
伊
大
老
茶
道
談
』
一
○
四
頁

（
Ⅲ
）
前
掲
書
一
九
一
～
一
九
二
頁

（
Ⅱ
）
「
入
門
記
」
井
伊
正
弘
校
訂

『
一
期
一
会
』
一
四
～
二
一
頁
燈
影
舎
一
九
九
一

「
入
門
記
」
翻
刻
は
『
井
伊
大
老
茶
道
談
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

草
稿
本
二
種
の
折
衷
で
あ
る
こ
と
、
中
村
に
よ
る
若
干
の
加
筆
が
あ
る
こ

と
か
ら
、
本
論
に
お
い
て
は
『
一
期
一
会
』
収
録
の
も
の
を
用
い
た
。

（
蛆
）
「
茶
道
の
政
道
の
助
け
と
な
る
へ
き
を
論
へ
る
文
」
「
井
伊
大
老
茶
道
談
』

三
○
九
～
三
一
四
頁

（
昭
）
一
八
世
紀
半
ば
表
千
家
如
心
斎
と
裏
千
家
又
玄
斎
が
定
め
た
花
月
・
且

座
（
さ
ざ
）
・
廻
炭
・
廻
花
・
茶
か
ぶ
き
・
一
二
三
・
員
茶
（
か
ず
ち
や
）

の
七
つ
の
式
法
。
多
人
数
で
の
稽
古
を
可
能
に
し
、
遊
び
の
雰
囲
気
の
中

で
、
茶
に
対
す
る
セ
ン
ス
と
技
術
の
向
上
を
は
か
っ
た
。

（
Ｍ
）
西
山
松
之
助
『
西
山
松
之
助
著
作
集
第
六
巻
』
三
二
七
頁
、
三
三
六
～

三
三
八
頁
吉
川
弘
文
館
一
九
八
四

（
胴
）
松
平
定
信
「
老
の
波
」
「
楽
翁
公
遺
書
』
中
巻
三
五
～
三
六
頁
八
尾

書
店
一
八
九
三

（
船
）
桜
井
庄
太
郎
『
日
本
封
建
社
会
意
識
論
』
一
二
六
～
一
二
七
頁
日
光

書
院
一
九
四
九

（
Ⅳ
）
松
平
定
信
前
掲
書
二
六
頁

（
岨
）
『
井
伊
家
史
料
ｌ
』
一
三
六
頁

（
岨
）
『
井
伊
家
史
料
ｌ
』
一
六
四
頁

一
一
一
一
一



（
閉
）
谷
端
昭
夫
「
井
伊
直
弼
茶
会
記
上
」
『
茶
湯
』
第
一
五
号
一
九
七
九

（
恥
）
谷
端
昭
夫
「
近
世
茶
道
史
』
三
四
三
頁
淡
交
社
一
九
八
八

（
〃
）
『
茶
湯
一
会
集
』
完
成
本
に
つ
い
て
は
、
『
茶
道
古
典
全
集
第
十
巻
』
「
茶

湯
一
会
集
」
（
翻
刻
）
淡
交
社
一
九
七
七
を
用
い
た
。
草
稿
本
は
、
彦

根
城
博
物
館
所
蔵
調
査
番
号
２
８
２
０
１
と
調
査
番
号
２
８
０
８
２
。

へへ

根
城
博
物
館
所
蔵
調
査
番
号

へ へ

2625 24 23

，－／ー3 ，－＝ 4 ，－／

へへへ

22 21 20
……ー

へへへ へへへへへへ

363534 3332 31 3029 28

，－／ 、-／ 、-〆 4 ，－〆 、-／ 、‐／ー、-〆 、-〆 後
者
は
部
分
的
な
草
稿
で
あ
る
。

）
「
茶
湯
一
会
集
」
三
六
九
頁

）
前
掲
書
三
三
六
頁

）
前
掲
書
三
九
九
頁

『
井
伊
家
史
料
ｌ
』
四
九
四
～
四
九
九
頁

『
真
式
懐
石
序
文
下
聿
ご
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

「
茶
湯
一
会
集
」
四
一
四
～
四
一
五
頁

『
茶
道
壁
書
』
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
調
査
番
号
２
８
１
９
２

文
化
資
本
に
関
し
て
は
、
ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
『
構
造
と
実
践
』

前
掲
書
四
○
○
頁

前
掲
書
三
三
一
頁

大
口
樵
翁
『
渓
鼠
余
談
』
彦
根
城
博
物
館
所
蔵

『
草
庵
行
鉢
式
之
次
第
』
彦
根
城
博
物
館
所
蔵
調
査
番
号
２
８
１
０

「
井
伊
家
史
料
ｌ
』
一
九
六
頁

『
井
伊
家
史
料
ｌ
』
一
五
八
頁

「
井
伊
直
弼
石
州
流
茶
事
稽
古
次
第
」

調
査
番
号
２
４
２
０

調
査
番
号
Ｓ
ｌ
ｌ

彦
根
城
博
物
館
所
蔵
資
料
の
閲
覧
の
便
宜
を
計
っ
て
下
さ
っ
た
、
彦
根

●

城
博
物
館
資
料
室
な
ら
び
に
学
芸
室
に
対
し
、
こ
こ
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。

新
評
論
一
九
八
八
、
『
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
』
藤
原
書
店
一
九
九

○
を
参
照
の
こ
と
。

（
国
際
基
督
教
大
学
非
常
勤
助
手
）

一
一
一
一
一
一


